
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】非接触ガイド機構を備えたステージ装置の利点

を維持しつつ、基板の処理空間を外部から磁気的に遮断

できるようにする。

【解決手段】処理空間となる真空チャンバ７と、該真空

チャンバ７内で基板１３を支持するステージ装置５と、

真空チャンバ７内でステージ装置５に連結されかつ開口

部を通って真空チャンバ７外に伸びる可動プレート９と

、真空チャンバ７外にて可動プレート９に連結されかつ

該可動プレート９を移動するための駆動部と、真空チャ

ンバ７の前記開口部にて可動プレート９をシールおよび

支持する非接触シール２７および静圧軸受とを有し、前

記真空チャンバ７内で基板１３を電子線１または荷電粒

子線で処理する基板処理装置において、前記可動プレー

ト９を磁性材で構成したことを特徴とする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
処 理 空 間 と な る 真 空 チ ャ ン バ と 、 該 真 空 チ ャ ン バ 内 で 基 板 を 支 持 す る ス テ ー ジ 装 置 と 、 真
空 チ ャ ン バ 内 で ス テ ー ジ 装 置 に 連 結 さ れ か つ 開 口 部 を 通 っ て 真 空 チ ャ ン バ 外 に 伸 び る 可 動
プ レ ー ト と 、 真 空 チ ャ ン バ 外 に て 可 動 プ レ ー ト に 連 結 さ れ か つ 該 可 動 プ レ ー ト を 移 動 す る
た め の 駆 動 部 と 、 真 空 チ ャ ン バ の 前 記 開 口 部 に て 可 動 プ レ ー ト を シ ー ル お よ び 支 持 す る 非
接 触 シ ー ル お よ び 静 圧 軸 受 と を 有 し 、 前 記 真 空 チ ャ ン バ 内 で 基 板 を 電 子 線 ま た は 荷 電 粒 子
線 で 処 理 す る 基 板 処 理 装 置 に お い て 、 前 記 可 動 プ レ ー ト を 磁 性 材 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と
す る 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ の 基 板 処 理 装 置 に お い て 、 前 記 磁 性 材 が ア ル ミ ナ と 磁 性 材 粒 子 と を 混 ぜ た 焼 結 体
か ら な る こ と を 特 徴 と す る 基 板 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ の 基 板 処 理 装 置 に お い て 、 前 記 磁 性 材 が 強 磁 性 材 よ り な る こ と を 特 徴 と す る 基 板
処 理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
処 理 空 間 と な る 真 空 チ ャ ン バ と 、 該 真 空 チ ャ ン バ 内 で 基 板 を 支 持 す る ス テ ー ジ 装 置 と 、 真
空 チ ャ ン バ 内 で ス テ ー ジ 装 置 に 連 結 さ れ か つ 開 口 部 を 通 っ て 真 空 チ ャ ン バ 外 に 伸 び る 可 動
プ レ ー ト と 、 真 空 チ ャ ン バ 外 に て 可 動 プ レ ー ト に 連 結 さ れ か つ 該 可 動 プ レ ー ト を 移 動 す る
た め の 駆 動 部 と 、 真 空 チ ャ ン バ の 前 記 開 口 部 に て 可 動 プ レ ー ト を シ ー ル お よ び 支 持 す る 非
接 触 シ ー ル お よ び 静 圧 軸 受 と を 有 し 、 前 記 真 空 チ ャ ン バ 内 で 基 板 を 電 子 線 ま た は 荷 電 粒 子
線 で 処 理 す る 基 板 処 理 装 置 に お い て 、 前 記 可 動 プ レ ー ト の 表 面 を 磁 性 材 で 被 覆 し た こ と を
特 徴 と す る ス テ ー ジ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か 一 項 に よ る 基 板 処 理 装 置 に お い て 、 前 記 真 空 チ ャ ン バ の 開 口
部 と 可 動 プ レ ー ト と の 間 に 、 磁 性 流 体 シ ー ル を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 基 板 処 理 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 半 導 体 デ バ イ ス の 製 造 装 置 、 検 査 装 置 等 、 半 導 体 製 造 用 の 基 板 処 理 装 置 に 関 す
る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 半 導 体 デ バ イ ス の 製 造 装 置 、 検 査 装 置 或 い は そ の 他 の 精 密 部 品 の 製 造 装 置 等 で は 、
基 板 （ ウ エ ハ 、 レ ク チ ル ） を 処 理 空 間 と な る 真 空 チ ャ ン バ 内 で 保 持 し 、 こ れ を 真 空 チ ャ ン
バ 内 で 、 Ｘ ， Ｙ ， θ 軸 方 向 等 に 移 動 さ せ る ス テ ー ジ 装 置 が 用 い ら れ る が 、 こ の 際 、 ス テ ー
ジ 装 置 の 可 動 部 分 は 一 般 的 に 真 空 チ ャ ン バ の 開 口 部 を 通 し て 真 空 チ ャ ン バ 外 の 駆 動 機 構 と
連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ５ は 、 か か る 基 板 処 理 装 置 の 従 来 例 を 示 す も の で あ る が 、 該 従 来 例 の も の は 、 電 子 ビ ー
ム １ を 照 射 す る ウ エ ハ ３ を 積 載 し 移 動 さ せ る ス テ ー ジ 装 置 ５ ’ を 真 空 チ ャ ン バ ７ ‘ 内 に 設
け も の で あ っ て 、 該 ス テ ー ジ 装 置 ５ ’ は 、 ウ エ ハ ３ を 保 持 す る チ ャ ッ ク と 、 該 チ ャ ッ ク を
支 持 す る θ ス テ ー ジ （ チ ャ ッ ク で 保 持 さ れ た ウ エ ハ の 鉛 直 軸 周 り の 回 転 方 向 位 置 を 調 整 す
る ） と 、 該 θ ス テ ー ジ を 支 持 す る Ｘ ス テ ー ジ （ ウ エ ハ を 水 平 一 方 向 に 移 動 す る ） と 、 該 Ｘ
ス テ ー ジ を 支 持 す る Ｙ ス テ ー ジ （ 水 平 面 内 で Ｘ 方 向 と 直 交 す る 方 向 に 移 動 す る ） と を 含 み
、 該 Ｙ ス テ ー ジ の 可 動 プ レ ー ト ９ ’ は 真 空 チ ャ ン バ 底 壁 上 に 定 置 さ れ た ス テ ー ジ ベ ー ス １
１ 上 に ロ ー ラ １ ３ を 介 し て 載 置 さ れ 、 可 動 プ レ ー ト ９ ’ は 真 空 チ ャ ン バ 外 に 設 け た ス キ ャ
ン 移 動 用 の モ ー タ １ ５ ’ に ボ ー ル ネ ジ １ ７ お よ び ボ ー ル ナ ッ ト １ ９ を 介 し て 連 結 さ れ 、 モ
ー タ １ ５ ’ に て ボ ー ル ネ ジ １ ７ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 可 動 プ レ ー ト ９ ’ を ス キ ャ ン 方
向 （ 図 の 左 右 方 向 ） に 移 動 さ せ る よ う に し て あ る 。 こ の 場 合 、 真 空 チ ャ ン バ ７ ’ と 、 電 子
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銃 ２ １ よ り ウ エ ハ ３ に 電 子 ビ ー ム １ を 照 射 す る コ ラ ム 外 筒 ２ ３ は 鉄 な ど の 磁 性 材 で 構 成 し
て あ り 、 ま た 、 ボ ー ル ネ ジ １ ７ が 真 空 チ ャ ン バ の 開 口 部 を 通 る 部 分 に は 磁 気 シ ー ル ド ユ ニ
ッ ト ２ ５ が 設 け ら れ 、 真 空 チ ャ ン バ ７ ’ 内 の ウ エ ハ 処 理 空 間 を 磁 気 シ ー ル ド し 、 外 部 磁 場
の 変 動 に よ り 、 電 子 ビ ー ム １ の 光 路 が 振 ら れ る の を 防 止 す る よ う に な っ て い る 。 真 空 チ ャ
ン バ ７ ’ を 磁 性 材 で 構 成 す る 代 り に 、 真 空 チ ャ ン バ を 非 磁 性 材 で 構 成 し 、 表 面 に 磁 気 シ ー
ル ド 板 を 貼 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 基 板 処 理 装 置 で は 、 ウ エ ハ ３ を 支 持 お よ び 移 動 さ せ る ス テ ー ジ
装 置 ５ ’ の 可 動 プ レ ー ト ９ ’ が ロ ー ラ １ ３ に よ り 転 が り 案 内 さ れ 、 ま た 、 ボ ー ル ネ ジ １ ７
が 磁 気 シ ー ル ド ユ ニ ッ ト ２ ５ 内 を 摺 動 案 内 さ れ る 接 触 案 内 方 式 と な っ て い る た め 、 転 が り
抵 抗 や 摩 擦 抵 抗 の 変 動 等 に よ り ス キ ャ ン 走 行 時 の 速 度 変 動 が あ り 、 ま た 、 ス テ ー ジ 移 動 に
伴 う 振 動 や 、 発 塵 等 の 問 題 が あ る 。 ま た 、 転 が り 案 内 に は 給 油 が 必 要 で あ り 、 真 空 チ ャ ン
バ 内 の 汚 染 の 問 題 も 生 ず る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の た め 、 ス テ ー ジ 装 置 の 可 動 プ レ ー ト を 真 空 チ ャ ン バ と 無 接 触 で 移 動 可 能 に 案 内 す る 非
接 触 ガ イ ド 機 構 を 利 用 し た ス テ ー ジ 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。 図 ６ は 、 か か る 非 接 触 ガ イ ド
機 構 を 用 い た 基 板 処 理 装 置 の 一 例 を 示 す 。 こ の 基 板 処 理 装 置 は 、 電 子 ビ ー ム １ を 照 射 す る
ウ エ ハ ３ を 積 載 し 移 動 さ せ る ス テ ー ジ 装 置 ５ が 、 図 ５ の 装 置 と 同 様 に 、 ウ エ ハ ３ を 保 持 す
る チ ャ ッ ク と 、 該 チ ャ ッ ク を 支 持 す る θ ス テ ー ジ と 、 該 θ ス テ ー ジ を 支 持 す る Ｘ ス テ ー ジ
と 、 該 Ｘ ス テ ー ジ を 支 持 す る Ｙ ス テ ー ジ と を 含 ん で い る が 、 該 Ｙ ス テ ー ジ の 可 動 プ レ ー ト
が 非 接 触 ガ イ ド 機 構 に よ り 支 持 さ れ て い る 。 こ の 非 接 触 ガ イ ド 機 構 は 、 図 示 の よ う に 、 Ｙ
ス テ ー ジ の 可 動 プ レ ー ト ９ を 真 空 チ ャ ン バ ７ の 開 口 部 ８ を 貫 通 さ せ 、 該 可 動 プ レ ー ト の 一
端 を ス キ ャ ン 軸 駆 動 部 と な る リ ニ ア モ ー タ １ ５ （ 例 え ば 、 エ ア シ リ ン ダ ー ） に 直 接 接 続 し
た も の で 、 Ｙ ス テ ー ジ の 固 定 部 と な る 真 空 チ ャ ン バ ７ の 開 口 部 ８ に は 、 可 動 プ レ ー ト ９ の
上 下 面 と 対 向 し て 非 接 触 シ ー ル 部 と な る 差 動 排 気 シ ー ル 部 ２ ７ が 設 け ら れ 、 ま た 、 該 差 動
排 気 シ ー ル 部 ２ ７ に 隣 接 し て 可 動 プ レ ー ト を 非 接 触 で 案 内 す る エ ア ベ ア リ ン グ ２ ９ （ 静 圧
軸 受 ） が 設 け ら れ て い る 。 エ ア ベ ア リ ン グ ２ ９ は 、 可 動 プ レ ー ト ９ の 上 下 面 に 向 か っ て ガ
ス の 静 圧 を 作 用 さ せ 、 可 動 プ レ ー ト ９ を 真 空 チ ャ ン バ ７ の 開 口 部 ８ 下 側 部 分 か ら ガ ス 圧 で
浮 き あ が ら せ 、 ま た 、 可 動 プ レ ー ト が 開 口 部 の 上 側 面 に 接 触 し な い よ う に す る 。 該 エ ア ベ
ア リ ン グ ２ ９ に 供 給 さ れ た ガ ス は 、 図 示 し な い ガ ス 逃 し 溝 を 介 し て 排 出 さ れ る 。 ま た 、 差
動 排 気 シ ー ル 部 ２ ７ は 、 処 理 空 間 と な る 高 真 空 の 真 空 チ ャ ン バ ７ と エ ア ベ ア リ ン グ ２ ９ 部
分 と の 間 に 順 次 高 真 空 溝 、 中 真 空 溝 、 低 真 空 溝 を 設 け 、 こ れ ら の 溝 を 異 な る 圧 力 に 真 空 引
き す る こ と に よ り 真 空 チ ャ ン バ ７ と エ ア ベ ア リ ン グ ２ ９ 部 分 と の 間 に 圧 力 隔 壁 を 形 成 す る
。 こ れ に よ り 、 可 動 プ レ ー ト ９ は 、 リ ニ ア モ ー タ の よ う な 駆 動 機 構 １ ５ に よ り 直 線 移 動 さ
れ る が 、 こ の 際 Ｙ ス テ ー ジ の 固 定 部 と な る 真 空 チ ャ ン バ ７ と 無 接 触 で 移 動 可 能 に 案 内 さ れ
、 ま た 、 開 口 部 ８ を 介 し て 真 空 チ ャ ン バ ７ 内 へ の ガ ス の 流 入 が 阻 止 さ れ る 。 し た が っ て 、
上 記 接 触 案 内 方 式 で 問 題 と な っ て い た 、 転 が り 抵 抗 や 摩 擦 抵 抗 の 変 動 等 に よ る ス キ ャ ン 走
行 時 の 速 度 変 動 や 、 ス テ ー ジ 移 動 に 伴 う 振 動 や 、 発 塵 等 の 問 題 、 ま た 、 真 空 チ ャ ン バ 内 の
汚 染 の 問 題 も 生 ず る こ と が な く 、 高 精 度 で 滑 ら か な ス キ ャ ン 移 動 が 可 能 と な る 。 な お 、 図
に お い て 、 ２ は 当 該 基 板 処 理 装 置 の ベ ー ス で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 一 般 に 、 上 記 非 接 触 ガ イ ド 機 構 に 使 用 さ れ る エ ア ベ ア リ ン グ ２ ９ の べ ア リ
ン グ 隙 間 ： ｇ ０ は 、 ２ ～ ２ ０ μ ｍ 程 度 で あ り 、 ベ ア リ ン グ 支 持 面 の 表 面 粗 さ や 平 面 度 に 走
行 性 能 が 左 右 さ れ る 特 徴 が あ る 。 そ の た め 、 可 動 プ レ ー ト ９ の 材 質 は 、 石 材 や セ ラ ミ ッ ク
を 用 い 、 特 に 好 ま し く は ア ル ミ ナ セ ラ ミ ッ ク が 使 用 さ れ る 。 そ し て 、 一 般 に こ れ ら は 、 非
磁 性 材 又 は 低 磁 性 材 で あ る 。 こ の た め 、 図 ６ に 示 し た エ ア べ ア リ ン グ ２ ９ を 採 用 す る と 、
可 動 プ レ ー ト ９ が 非 磁 性 材 で あ る た め に 、 図 ５ で 示 し た 磁 気 シ ー ル ド を 構 成 す る こ と が で
き な い 。 通 常 、 可 動 プ レ ー ト ９ の 厚 さ ｔ は 、 ２ ０ ～ １ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 で あ り 、 真 空 チ ャ ン バ
７ の 開 口 部 ８ は 、 比 較 的 大 き な 磁 気 的 開 口 部 に な っ て い る 。 こ の た め 、 ウ エ ハ ３ に 照 射 す
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る 電 子 ビ ー ム の 光 路 が 外 部 磁 場 の 変 動 に よ り 乱 れ や す い 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し た が っ て 、 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 上 記 非 接 触 ガ イ ド 機 構 を 備 え た ス テ ー ジ
装 置 の 利 点 を 維 持 し つ つ 、 さ ら に 基 板 の 処 理 空 間 を 外 部 か ら 磁 気 的 に 遮 断 で き る よ う に し
た 基 板 処 理 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 願 発 明 に よ る 基 板 処 理 装 置 は 、 処 理 空 間 と な る 真 空 チ ャ ン バ
と 、 該 真 空 チ ャ ン バ 内 で 基 板 を 支 持 す る ス テ ー ジ 装 置 と 、 真 空 チ ャ ン バ 内 で ス テ ー ジ 装 置
に 連 結 さ れ か つ 開 口 部 を 通 っ て 真 空 チ ャ ン バ 外 に 伸 び る 可 動 プ レ ー ト と 、 真 空 チ ャ ン バ 外
に て 可 動 プ レ ー ト に 連 結 さ れ か つ 該 可 動 プ レ ー ト を 移 動 す る た め の 駆 動 部 と 、 真 空 チ ャ ン
バ の 前 記 開 口 部 に て 可 動 プ レ ー ト を シ ー ル お よ び 支 持 す る 非 接 触 シ ー ル お よ び 静 圧 軸 受 と
を 有 し 、 前 記 真 空 チ ャ ン バ 内 で 基 板 を 電 子 線 ま た は 荷 電 粒 子 線 で 処 理 す る 基 板 処 理 装 置 に
お い て 、 前 記 可 動 プ レ ー ト を 磁 性 材 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 上 記 基 板 処 理 装 置 に お い て 、 前 記 磁 性 材 が ア ル ミ ナ と 磁 性 材 粒 子 と を 混 ぜ た 焼 結 体
か ら な る こ と を 特 徴 と す る 。
ま た 、 上 記 基 板 処 理 装 置 に お い て 、 前 記 磁 性 材 が 強 磁 性 材 よ り な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 願 発 明 に よ る 基 板 処 理 装 置 は 、 処 理 空 間 と な る 真 空 チ ャ ン バ と 、 該 真 空 チ ャ ン バ
内 で 基 板 を 支 持 す る ス テ ー ジ 装 置 と 、 真 空 チ ャ ン バ 内 で ス テ ー ジ 装 置 に 連 結 さ れ か つ 開 口
部 を 通 っ て 真 空 チ ャ ン バ 外 に 伸 び る 可 動 プ レ ー ト と 、 真 空 チ ャ ン バ 外 に て 可 動 プ レ ー ト に
連 結 さ れ か つ 該 可 動 プ レ ー ト を 移 動 す る た め の 駆 動 部 と 、 真 空 チ ャ ン バ の 前 記 開 口 部 に て
可 動 プ レ ー ト を シ ー ル お よ び 支 持 す る 非 接 触 シ ー ル お よ び 静 圧 軸 受 と を 有 し 、 前 記 真 空 チ
ャ ン バ 内 で 基 板 を 電 子 線 ま た は 荷 電 粒 子 線 で 処 理 す る 基 板 処 理 装 置 に お い て 、 前 記 可 動 プ
レ ー ト の 表 面 を 磁 性 材 で 被 覆 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 上 記 い ず れ か の 基 板 処 理 装 置 に お い て 、 前 記 真 空 チ ャ ン バ の 開 口 部 と 可 動 プ レ ー ト
と の 間 に 、 磁 性 流 体 シ ー ル を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 、 本 願 発 明 の 好 適 な 実 施 例 を 示 す 。 同 図 に お い て 、 先 の 図 面 と 同 一 符 号 は 同 一 構 成
部 品 を 示 す ゆ え 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
該 実 施 例 に お い て は 、 図 ６ の 装 置 と 同 様 に コ ラ ム ２ ３ お よ び 真 空 チ ャ ン バ ７ を 磁 性 材 で 構
成 す る が 、 さ ら に 、 少 な く と も 可 動 プ レ ー ト ９ の 一 部 を 磁 性 材 で 構 成 す る 。 可 動 プ レ ー ト
９ を 磁 性 材 で 構 成 す る 部 分 は 、 好 ま し く は 図 示 の ク ロ ス 線 で 示 す よ う に 、 可 動 プ レ ー ト が
ス キ ャ ン 移 動 の ス ト ロ ー ク Ｓ に よ っ て 真 空 チ ャ ン バ ７ に 出 入 り す る 範 囲 で あ る 。 可 動 プ レ
ー ト ９ に 使 用 さ れ る 磁 性 材 と し て は 、 例 え ば 、 ア ル ミ ナ と 磁 性 材 粒 子 と を 混 ぜ た セ ラ ミ ッ
ク が 好 適 で あ る 。 鋼 材 で も 良 い 。 従 来 の ア ル ミ ナ 材 表 面 に ニ ッ ケ ル メ ッ キ を し た も の で も
良 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
例 え ば 、 図 ６ に 示 す こ れ ま で の ス テ ー ジ 装 置 で は 、 可 動 プ レ ー ト ９ の 厚 み ｔ ： ２ ０ ～ １ ０
０ ｍ ｍ ＋ エ ア ベ ア リ ン グ 隙 間 ： ｇ ０ × ２ （ 上 、 下 ） 程 度 の 磁 気 的 開 口 部 が あ っ た 。 こ れ を
実 施 例 の よ う に 、 可 動 プ レ ー ト ９ を 磁 性 材 に す る と 、 エ ア べ ア リ ン グ 隙 問 ： ｇ ０ × ２ （ 上
、 下 ） ＝ 数 μ ～ 数 十 μ ｍ の み の 磁 気 的 開 口 部 に な る 。 即 ち 、 約 １ ０ ０ ０ 分 の １ に 低 減 で き
た こ と に な る 。 磁 気 的 外 乱 の 影 響 は 、 開 口 部 長 さ の ２ 乗 に 比 例 す る 傾 向 が あ る か ら 、 約 １
０ ０ ０ ， ０ ０ ０ 分 の １ に 低 減 さ れ る こ と と な る の で 、 ほ ぼ 完 全 な 磁 気 シ ー ル ド を 構 成 で き
た こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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例 え ば 、 可 動 プ レ ー ト 表 面 に ニ ッ ケ ル メ ッ キ を 施 工 す れ ば 、 可 動 プ レ ー ト 全 体 を 磁 性 シ ー
ル ド で 覆 っ た 状 態 に な る 。 即 ち 、 外 部 か ら 見 れ ば 磁 性 体 と ほ ぼ 同 じ 効 果 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
と こ ろ で 、 一 般 に 、 電 子 ビ ー ム を 用 い た 装 置 で は 、 「 可 動 部 に 磁 性 材 を 使 用 し て は な ら な
い 。 」 と い う 重 要 な 設 計 指 針 が あ る 。 こ れ は 、 磁 場 変 動 要 因 に な る た め で あ る 。 し か し な
が ら 、 本 願 発 明 に お い て は 、 可 動 プ レ ー ト ９ は 、 コ ラ ム ２ ３ （ 電 子 ビ ー ム ） か ら 見 る と 、
ス キ ャ ン 運 動 中 も 常 に 一 定 の 表 面 積 、 一 定 の 体 積 が 見 え る 構 成 で あ る か ら 、 可 動 プ レ ー ト
に 磁 性 材 を 用 い て も 磁 場 変 動 の 要 因 に は な ら な い 。 す な わ ち 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ス キ ャ
ン 軸 方 向 （ 図 示 矢 印 ） に 可 動 プ レ ー ト ９ が ス ト ロ ー ク し て も 、 真 空 チ ャ ン バ の 内 壁 ７ ａ の
幅 “ Ａ ” に よ り コ ラ ム ２ ３ か ら 見 え る 表 面 積 （ 体 積 ） が 決 ま る の で 、 一 定 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ３ に 本 願 の 別 の 実 施 例 を 示 す 。 該 実 施 例 で は 、 可 動 プ レ ー ト ９ を 永 久 磁 石 の よ う な 強 磁
性 材 で 構 成 し て あ る 。 磁 性 の 着 磁 方 向 は 、 図 示 矢 印 の ご と く ス キ ャ ン 軸 方 向 （ 図 の 左 右 方
向 ） と す る 。 こ の よ う に 構 成 す る と 、 磁 束 線 ３ １ が 図 示 点 線 の ご と く 形 成 さ れ 、 可 動 プ レ
ー ト ９ が ス キ ャ ン 運 動 し た 場 合 に も 、 コ ラ ム ２ ３ （ 電 子 ビ ー ム ） か ら 見 れ ば 、 ス キ ャ ン 方
向 に 一 様 な 静 磁 場 が あ る の と 等 価 な 状 態 が 実 現 で き る の で 、 変 動 磁 場 が 無 い た め 電 子 ビ ー
ム の 光 路 が 乱 れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ４ に 本 願 の 別 の 実 施 例 を 示 す 。 該 実 施 例 の も の は 、 図 １ ， ３ の 実 施 例 に お い て 、 真 空 チ
ャ ン バ ７ 外 の 空 間 と 静 圧 軸 受 ２ ９ （ エ ア ベ ア リ ン グ ） と の 間 で 、 可 動 プ レ ー ト ９ と Ｙ ス テ
ー ジ の 固 定 部 と な る 真 空 チ ャ ン バ ７ と の 隙 間 に 磁 性 流 体 シ ー ル ３ ３ を 設 け た も の で あ る 。
該 磁 性 流 体 シ ー ル ３ ３ は 、 同 図 拡 大 部 分 に 示 す よ う に 、 磁 束 を 集 中 さ せ る 磁 極 片 ３ ５ と 磁
性 流 体 ３ ７ と か ら な る 。 こ の 場 合 の 磁 性 流 体 シ ー ル ３ ３ の 目 的 は 、 磁 気 壁 の 構 成 で あ っ て
、 通 常 の 真 空 シ ー ル の よ う な 頑 強 な シ ー ル 性 能 は 必 要 な い 。 そ の た め 、 磁 性 流 体 ３ ７ を 集
約 す る 磁 束 密 度 は 低 く て よ く 、 そ の た め 、 接 触 シ ー ル で は あ る が 、 ス キ ャ ン 運 動 性 能 へ の
影 響 は 限 り な く ゼ ロ に 近 く 構 成 可 能 で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 処 理 空 間 の 磁 気 シ ー ル ド 効 果
を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
な お 、 コ ラ ム ２ ３ 内 に は 、 電 子 銃 ２ １ か ら 放 出 さ れ た 荷 電 ビ ー ム を ス テ ー ジ 装 置 ５ 上 に 載
置 さ れ た ウ エ ハ ３ に 照 射 す る 一 次 光 学 系 と 、 ウ エ ハ か ら 放 出 さ れ た 二 次 電 子 が 投 入 さ れ る
二 次 光 学 系 と 、 検 出 器 等 が 内 蔵 さ れ て い る が 、 本 発 明 の 本 旨 外 で あ る の で 説 明 を 省 略 す る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 本 願 発 明 に よ れ ば 、 接 触 案 内 方 式 で 問 題 と な っ て い た 、 転 が り 抵 抗 や 摩 擦
抵 抗 の 変 動 等 に よ る ス キ ャ ン 走 行 時 の 速 度 変 動 や 、 ス テ ー ジ 移 動 に 伴 う 振 動 や 、 発 塵 等 の
問 題 、 ま た 、 真 空 チ ャ ン バ 内 の 汚 染 の 問 題 を 生 ず る こ と が な い 非 接 触 ガ イ ド 機 構 を 備 え た
ス テ ー ジ 装 置 の 利 点 を 維 持 し つ つ 、 基 板 の 処 理 空 間 を 外 部 か ら 磁 気 的 に 遮 断 し て 、 電 子 線
の 光 路 の 振 れ を 防 止 で き る 基 板 処 理 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 基 板 処 理 装 置 の 一 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 線 Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ に 沿 っ て 取 ら れ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 基 板 処 理 装 置 の 他 の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 基 板 処 理 装 置 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 接 触 案 内 方 式 に よ る ス テ ー ジ 装 置 を 用 い た 従 来 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 非 接 触 ガ イ ド 機 構 に よ る ス テ ー ジ 装 置 を 用 い た 従 来 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ： 　 電 子 線 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ： 　 ウ エ ハ
５ ： 　 ス テ ー ジ 装 置 　 　 　 　 　 　 ７ ： 　 真 空 チ ャ ン バ
９ ： 　 可 動 プ レ ー ト 　 　 　 　 　 １ ５ ： 　 モ ー タ
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２ １ ： 　 電 子 銃 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ３ ： 　 コ ラ ム
２ ７ ： 　 差 動 排 気 シ ー ル 　 　 　 　 ２ ９ ： 　 エ ア ベ ア リ ン グ
３ ３ ： 　 磁 性 流 体 シ ー ル

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(7) JP 2004-158657 A 2004.6.3



フロントページの続き

(74)代理人  100106208
            弁理士　宮前　徹
(72)発明者  篠崎　弘行
            東京都大田区羽田旭町１１番１号　株式会社荏原製作所内
(72)発明者  渡辺　和英
            東京都大田区羽田旭町１１番１号　株式会社荏原製作所内
Ｆターム(参考) 5C001 AA01  DD01  DD03 
　　　　 　　  5F031 CA02  HA02  HA53  KA06  LA03  MA27  MA33 
　　　　 　　  5F056 EA14  EA17 

(8) JP 2004-158657 A 2004.6.3


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

